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7月21日土 紀尾井小ホール平成30年
（2018年） 昼夜２回公演  入場料5,000円［全席自由］
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三
味
線
音
楽
を
担
っ
て
き
た
昔
人
は
、
多
種
多
様
な
手
法
や
奏
法
を
編
み
出
し
、

現
在
で
は
長
唄
、
清
元
節
、
常
磐
津
節
と
いっ
た
音
楽
ジ
ャ
ン
ル（
流
派
）が
そ
れ
ら
を

継
承
し
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
以
降
の
新
し
い
音
楽
と
し
て
は
、
洋
楽
の
影
響
の
見
ら

れ
る
斬
新
な「
東
明
流
」や「
大
和
楽
」が
あ
り
ま
す
。

　
「
俚
奏
楽
」
は
一
九
七
一
年
に
日
本
音
楽
の
新
し
い
流
れ
と
し
て
創
作
さ
れ
ま
し
た
。

「
俚
」と
い
う
文
字
は「
都
」に
対
す
る「
鄙
」
を
指
し
示
し
て
い
ま
す
が
、そ
れ
だ
け
で
は

な
く
こ
こ
で
は「
俚
」
を
田
・
土
・
人
と
分
け
読
み
日
本
民
族
音
楽
と
し
て
の
三
味
線

音
楽
と
考
え
て
い
ま
す
。
三
弦
の
持
つ
表
現
の
自
由
闊
達
さ
に
回
帰
し
、
時
代
時
代
に

歌
わ
れ
て
き
た
”小
さ
な
う
た
達“
の
断
片
を
も
復
元
再
生
し
、
自
然
発
生
的
に
歌

い
継
が
れ
て
き
た
”う
た“
（
自
然
民
謡
）、
普
遍
的
、
民
族
的
な
躍
動
感
や
旋
律
を

モ
テ
ィ
ー
フ
に
、
現
代
に
伝
統
音
楽
と
し
て
生
ま
れ
た
三
味
線
音
楽
な
の
で
す
。

　

三
弦
は
美
し
い
旋
律
を
奏
で
、
ま
た
一
方
で
は
豊
か
な
打
楽
器
に
変
貌
し
、
溢
れ
る

想
像
力
を
刺
激
し
ま
す
。
目
を
閉
じ
れ
ば
映
像
が
浮
か
び
あ
が
り
、
自
然
の
”ゆ
ら

ぎ“
の
な
か
、
空
想
の
世
界
へ
と
誘
っ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　

三
弦
を
初
め
て
手
に
し
た
感
激
と
驚
き
、そ
の
”と
き“
の
視
線
で
創
作
し
た
音
楽

が「
俚
奏
楽
」な
の
で
す
。
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